
・通信環境を利用しないデジタルコンテンツによる家庭学習でのＴＰＣ活用
・ＩＣＴ支援員（１１名配置）との協働作業による授業構築・デジタル教材作成
・ＩＣＴ活用発表会による教員の授業力向上と他地域への活用事例紹介

Ａ 新地町ＩＣＴ研究協議会を中核としたＩＣＴ教育体制の構築
・ＩＣＴグランドデザイン、情報収集、進捗状況確認、評価

Ｂ 町内各小中学校を結ぶ共通イントラネット・クラウド環境・ＬＭＳの構築
・町内小中学校共通イントラネットによる情報共有

Ｃ 学習・教育クラウド・プラットフォームを活用した家庭学習
・反転授業 ・家庭学習の充実、MOOCs型教材（学校での授業、食育講座、食育講演会）

Ｄ クラウドを活用した教員の自作教材・素材の共有
・オープン教材のライブラリ化・アーカイブ化 ・指導方法の開発

Ｅ ＩＣＴを活用した児童生徒のケア・不登校時等の教育・学習支援
・テレビ会議システムによる教育相談・授業、学習内容配信・指導助言、連携

Ｆ ＩＣＴを活用した交流学習
・目的を持った交流学習の確立、指導方法の開発と改善

Ｇ ＬＭＳとＣＳＣＬの活用
・児童生徒管理と学習履歴の管理･活用

Ｈ 教職員の研修体制の構築
・ ＩＣＴ活用発表会による指導力向上、先進地域での研修

事業概要

【学校･家庭･地域が連携したＩＣＴ教育】
・ＯＳに依存しない教育クラウドの構築による学校情報の管理･活用（ＬＭＳによる児童生徒の学習履歴管理と校務支援による学校情報の一元管理）
・ＩＣＴを活用した家庭学習の常態化、反転授業の普及、ＩＣＴ活用による授業の標準化 ・総合的な学習におけるＡＲコンテンツの利活用と能動的な地域理解と情報発信
・先導的学習支援から個々の児童生徒の能動的学習へ

テーマ「震災を乗り切るＩＣＴ活用の先導的学習支援」
概要

・ＯＳに依存しないクラウドを活用した学習コンテンツによる家庭学習（反転授業の内容を含む）の充実と学力向上
・クラウドを活用したデジタル教材（オープン教材）の共有化とＩＣＴ授業実践 ・新地町作成の学習用教材（小学生用問題集「ちから」、美文朗誦等）をデジタルコンテンツ化して活用
・ＩＣＴを活用しての多面的な心のケアと支援（テレビ会議システム 、ＳＮＳ・・・）
・クラウドを活用したＬＭＳによる児童生徒の学習履歴管理と校務支援 ・ＩＣＴを活用しての非常変災時の早期対応と授業実践
・クラウドを活用した子どもたちによるＡＲ－コンテンツ作成（総合的な学習の時間）と新地町との連携

取組の特色（ポイント）

事業の概要について

・家庭学習（反転授業を含む）を意図的･計画的に充実させての学力向上
・震災以降の多面的な心のケア、適切な情報モラルの定着、家庭との連携
・ＩＣＴを活用した授業の指導力向上、他地域への普及、県教委及び地域との連携
・児童生徒の学習履歴の積極的活用と一元管理

これからの課題

（実施体制図）（実施体制図）

本事業で実現する新たな教育体制のビジョン

これまでの取組の現状

資
料
７

【実証地域：新地町教育委員会】



事業スケジュールについて（３年間）　　

実証校① 実証校② 実証校③ 実証校④

10月 11月 12月 1月 2月 3月 備考

7 う

福島県新地町 福田小学校実証地域名

平成26年度 平成２７年度

上半期 下半期

（１）地域における
教育体制の
構築方法

新地小学校 駒ケ嶺小学校 尚英中学校

平成２８年度

上半期 下半期

（２）新たな学びに
対応した指導方法の
充実および指導力の

育成方法

導 入 期

ＩＣＴ研究協議会と教育体制の構築（推進体制の構築・ＩＣＴ環境整備・効果の検証方法等を検

10月29日
第１回ＩＣＴ研究協議会

２月中旬
第２回ＩＣＴ研究協議会

ＩＣＴ研究協議会と教育体制の構築（ＩＣＴ環境整備・効果の検証方法等を検討）

６月中旬
第１回ＩＣＴ研究協議会

10月上旬
第２回ＩＣＴ研究協議会

11月下旬
第２回ＩＣＴ研究協議会

2月中旬
第３回ＩＣＴ研究協議会

ＩＣＴ研究協議会と教育体制の構築（ＩＣＴ環境整備・効果の検証方法等を検討）

６月中旬
第１回ＩＣＴ研究協議会

10月上旬
第２回ＩＣＴ研究協議会

11月下旬
第２回ＩＣＴ研究協議会

2月中旬
第３回ＩＣＴ研究協議会

第１回ＣＲＴ

児童生徒の学力調査(実証初期実態）

第１回ＮＲＴ

児童生徒の学力調査とアンケート調査(実証稼動期の

第２回ＣＲＴ 第２回ＮＲＴ

第１回ＮＲＴ

全国学力学習状況調査ＩＣＴ活用実態アンケート ＩＣＴ活用実態アンケート

町内各小中学校ギリープウェア（共通イントラネット）クラウド・LMSの構築

11月14日
第４回ＩＣＴ活用発表会

導入ソフト・更新機器等環境整備の検討
ソフト・更新機器等の導入とチューニング

モ デ ル 授 業 期 実 証 授 業 実 践 期 検 証 時 期

導 入 期 モ デ ル 授 業 期 実 証 授 業 実 践 期 検 証 時 期

○グループウェア・クラウド・ＬＭＳの研修と共通理解

○デジタル教材・指導方法を継続研究
○ＬＭＳ・ＣＳＣＬを活用した指導方法の研修と実践
○全教員によるＩＣＴの指導力のチェックリスト
○平成２６年度の総括と２７年度の事業計画の作成

○デジタル教材・指導方法を継続研究
○ＬＭＳ・ＣＳＣＬを活用した指導方法の研修と実践
○全教員によるＩＣＴの指導力のチェックリスト
○平成２７年度の総括と２８年度の事業計画の作成

○デジタル教材・指導方法を継続研究
○ＬＭＳ・ＣＳＣＬを活用した指導方法の研修と実践
○全教員によるＩＣＴの指導力のチェックリスト
○平成２７年度の総括と２８年度の事業計画の作成

○先進地域での研修 ○教職員へのアンケート

○モデル授業

5月
○モデル授業に対するアンケート

教職員・児童生徒

○日々の活用とモデル授業の修正と改善

○定量的及び定性的な指標評価基準の作成

11月
第５回ＩＣＴ活用発表会

１０月
○児童生徒。保護者に対する
アンケート調査

○アンケートによる定量的

○中間報告書の作成

○普及に向けた要件等の分析

○学校評価・第三者評価による検証

11月
第６回ＩＣＴ活用発表会

○成果報告書の作成

学習・教育プラットフォームを活用した家庭学習

○「反転授業」の利点についての共通理解

○モデル授業者による先進地での研修

○「反転授業」を実施するためのシステム構築

・タブレットＰＣの持ち帰りの試行

・HTML５によるWebサイト構築
・MOOCs型システムの構築
○タブレットＰＣの持ち帰り（年度末年度始休業中）

○学校と図書館、役場の連携システム

についての検討

○流出した町の文化財施設の

復元プロジェクトの素材活用

○教職員による事前アンケートと疑問点解決

6月〜7月
◎モデル授業の実践

（数学・算数・英語・理科）

◎教職員による事後アンケートと評価

◎児童生徒によるアンケートと評価

導 入 期 モ デ ル 授 業 期 実 証 授 業 実 践 期 検 証 時 期

夏季休業中

○タブレットＰＣの持ち帰り

○夏休みに貸し出す本本を

配本システムから予約配本

９月〜10月
○モデル授業修正・改善と実施

（数学・算数・英語・理科）

○教職員による事後アンケートと評価

○児童生徒によるアンケートと評価・把持率テスト

（有効性を定量的に検証）

○実証教科における授業実践

（評価は四半期ごとに一度程度）

○定量的な指標と定性的な指標評価基準作成

11月
第５回ＩＣＴ活用発表会

＊日々の授業実践（一般化）

○学校評価実施

○アンケートによる定性的評価

定量的評価の算出

○学校評価，第三者評価に

よる検証

○中間報告書の作成

○普及に向けた要件等の分析

○CRT・NRTによる学力分析
○成果報告書の作成

11月
第６回ＩＣＴ活用発表会

○アンケートによる定性的評価

定量的評価の算出

○学校評価，第三者評価に

よる検証

クラウドを活用した教員の自作教材・素材の共有

導 入 期 モ デ ル 授 業 期 実 証 授 業 実 践 期 検 証 時 期

○クラウドを活用した教員の自作教材

（デジタル教材）に関する研修と共通理解

○グループウェア(・クラウド・ＬＭＳのシステム構築
○グループウェア・クラウド・ＬＭＳの研修と共通理解

○オープン教材についての共通理解と試行

○モデル授業者による先進地での研修

○教職員へのアンケート

5月
○教職員による事後アンケートと評価

○児童生徒によるアンケート

と評価・把持率テスト

（有効性を定量的に検証○

○定量的及び定性的な指標評価基準の作成

○教職員による事後アンケートと評価

（母集団 ７０人・定性的評価）

児童生徒によるアンケートと評価・把持率テスト

（母集団４８０人・有効性を定量的に検証）

１０月
○児童生徒。保護者に対する
アンケート調査

○アンケートによる定量的

及び定性的な評価

○中間報告書の作成

○普及に向けた要件等の分析

○ＣＲＴ・ＮＲＴ検査による学力面での分析

○学校評価・第三者評価による検証

○成果報告書の作成

○モデル授業の実践（国語・社会・体育・保健体育）

○教職員による事後アンケートと評価

○児童生徒によるアンケートと評価

○モデル授業の改善と実践

（国語・社会・体育・保健体育）

○全教科における授業実践

（評価は四半期ごとに一度程度）

○ICT活用研修
夏季休業中

11月
第５回ＩＣＴ活用発表会

全教科における日々の実践

（一般化）

オープン教材に関する取組の説明

11月
第６回ＩＣＴ活用発表会○全国学力学習状況調査の分析



（２）新たな学びに
対応した指導方法の
充実および指導力の

育成方法

その他
特色ある取組
独自の取組

（３）デジタル教材の
利便性の向上方法

ＩＣＴを活用した児童生徒のケア・不登校児の教育・学習支援 ／ ＩＣＴを活用しての学習に困難のある児童生徒の教育・学習支援

○グループウェア・ＬＭＳ・ＣＳＣＬに
関する研修とシステム運用開始

○教職員による事前アンケートと疑問点解決
●ポートフォリオとしての活用
●学校評価アンケート集計
●学習者・保護者への連絡
（自動メール送信，アプリ配信など）
●学習進捗状況・成績の管理
●言語活動活性化のためのSNSを
活用した学習展開

○教職員による事後アンケートと評価

○教職員による事前アンケートと疑問点解決

4月〜7月
◎モデル授業の実践

（数学・算数・英語・理科）

○教職員による事後アンケートと評価

○児童生徒によるアンケートと評価

導 入 期 モ デ ル 授 業 期 実 証 授 業 実 践 期 検 証 時 期

○ＬＭＳ・ＣＳＣＬを活用しての

全教科における授業実践

○児童生徒の学習状況等管理

９月〜10月
○指標に関する評価基準作成

○教職員による事後アンケートと評価

○児童生徒によるアンケートと評価

11月
第５回ＩＣＴ活用発表会＊日常的な運用

○学校評価，第三者評価に

よる検証

○普及に向けた要件等の分析

○ＣＲＴ・ＮＲＴ検査による学力面での分析

○中間報告書の作成

○普及に向けた要件等の分析

○CRT・NRTによる学力分析 ○成果報告書の作成

11月
第６回ＩＣＴ活用発表会

○アンケートによる定性的評価

定量的評価の算出

○学校評価，第三者評価に

よる検証

○グループウェア・クラウド・ＬＭＳの研修と共通理解

○オープン教材についての共通理解と試行

○特別支援学級担任による先進視察と研修

○クラウド上に置かれた学習内容
（学習プリントや授業動画）の配信，メッセージ配信等
のシステムの構築

○クラウド上に置かれた個別 の教育支援計画・
指導計画について家庭と関係機関への活用説明

○教職員による事前アンケートと疑問点解決
○メッセージ配信

・個別の教育支援計画

・指導計画の活用

・テレビ会議システムによる

６月〜８月

○改善と運用

○教育相談

○中間報告書の作成

○アンケートによる定性的評価の算出

○ＩＣＴ研究協議会での検討

○普及に向けた要件等の分析

○諸調査等の分析

全教科における日々の実践

（一般化）

ＩＣＴを活用した交流学習

導 入 期 モ デ ル 授 業 期 実 証 授 業 実 践 期 検 証 時 期

○Ｉ交流学習に関する

課題等と有効活用

○モデル授業者による先進地での研修

○テレビ会議システムの
共通理解と交流学習の試行

○教職員による事前アンケートと疑問点解決

○モデル授業の実践（理科・社会・総合的な学習の時間）

○教職員による事後アンケートと評価

○児童生徒によるアンケートと評価

○モデル授業の修正・改善

○教職員による事後アンケートと評価

○児童生徒によるアンケートと評価

・把持率テスト（有効性を定量的に検証）

○定量的な指標と定性的な指標評価基準作成

○教職員による事後アンケートと評価

○児童生徒によるアンケートと評価

11月
第５回ＩＣＴ活用発表会

○アンケートによる定性的・定量的評価の算出
○ＩＣＴ研究協議会での検討
○普及に向けた要件等の分析
○CRT・NRTによる学力分析

○成果報告書の作成○全国学力学習状況調査の分析

ＬＭＳ・ＣＳＣＬの活用

導 入 期 モ デ ル 授 業 期 実 証 授 業 実 践 期 検 証 時 期

○グループウェア・クラウド・ＬＭＳの

システム構築と活用に関する共通理解

・ＣＳＣＬに関する共通理解

○モデル授業者による先進地での研修

5月〜7月
○保護者・児童生徒によるアンケートと評価

○ＬＭＳ・ＣＳＣＬの修正・改善しての活用

○教職員による事後アンケートと評価

○児童生徒によるアンケートと評価・把持率テスト

（有効性を定量的に検証

○定量的な指標と定性的な指標評価基準作成

○教職員による事後アンケートと評価

○児童生徒によるアンケートと評価
11月

第５回ＩＣＴ活用発表会

ＬＭＳ・ＣＳＣＬ活用した公開授業

○全国学力学習状況調査の分析
11月

第６回ＩＣＴ活用発表会

○成果報告書の作成

学習・教育クラウド・プラットフォームを活用した家庭学習

導 入 期 モ デ ル 授 業 期 実 証 授 業 実 践 期 検 証 時 期

【ＬＭＳ・ＣＳＣＬを活用した指導方法の研修】

○グループウェア・クラウド・ＬＭＳの

システム構築と活用に関する共通理解

・ＣＳＣＬに関する共通理解

【先進地。先進校での研修】

○各モデル授業者による研修

【ＩＣＴ支援による研修】

○ＬＭＳ等活用実習研修

【教員のＩＣＴ活用指導力研修】

○ＬＭＳ等活用実習研修

【ＩＣＴ支援による研修】

○転入職員に対して

6月〜7月
【教員のＩＣＴ活用指導力の喜寿チェック】

○特に転入職員に対して

○モデル授業の実践

（クラウド勝町・反転授業・交流学習・ＬＭＳ活用）

【ＩＣＴ研究協議会アドバイザーによる

授業検討会】

○モデル授業の修正・改善

○教職員による事後アンケートと評価

○児童生徒によるアンケートと評価

【ＩＣＴ活用発表会によるスキルアップ】

11月
第５回ＩＣＴ活用発表会

【ＩＣＴ研究協議会アドバイザーによる

授業検討会】
【ＩＣＴ支援員による研修】

【ＩＣＴ支援による研修】
○転入職員に対して

6月〜7月
【教員のＩＣＴ活用指導力の喜寿チェック】

○特に転入職員に対して

○モデル授業の実践

（クラウド勝町・反転授業・交流学習・ＬＭＳ活用）

○中間報告書の作成

11月
第６回ＩＣＴ活用発表会

○成果報告書の作成



実証地域

教職員対象

№ 調査の活用方策
対象校
・学年

調査の目的 備考調査名 調査の概要

2

ＩＣＴ活用指導力の基
準（チェックリスト）の
実施

「ＩＣＴ支援員 ルーブ
リック」の活用

教員とＩＣＴ支援員のＩＣＴ教育に関するスキル向上
を年二回チェックして，状況や変容について確認す
る。
第一回  ５月実施
第二回  ３月実施 町内４校

全学年

事業を支える教員のＩＣＴスキルについて、５つの観点
から個々の状況について自己評価をし、次年度の事業
推進に資する。
○各学校ごとに結果をまとめ、分析し、評価をする。
○調査結果を検証し、次年度以降の事業推進に資す
る。評価が低い項目については、研修等を行い改善を
図る。
○ＩＣＴ支援員の資質能力のステージを確認し、目標を
設定する。さらにその後の研修受講や業務経験を積む
ことで、 より高いステージに到達したことをことを確認
する

「A教材研究・指導の準備・評価などにICT
を活用する能力」、「B授業中にICTを活用
して指導する能力」、　「C児童（生徒）の
ICT活用を指導する能力」、　「D情報モラ
ルなどを指導する能力」、「E校務にICTを
活用する能力」について客観的に自己の
状況を確認し、以降の取り組みの改善資
料とする。また、全体的なデータについて
は事業評価の要素とする。

3 学校評価･外部評価

学校評価
学校評価（児童生徒、教職員）については１２月に実施
し、１月までに評価結果のとりまとめをする。
学校関係者評価
学校関係者評価（保護者対象）については１２月に実施
し、１月までに評価結果のとりまとめをする。
学校行政外部評価
外部評価（定められたメンバーによる）については、学
校評価と学校関係者評価の結果を受けてとりまとめを
し、２月に実施する。

町内４校
全学年

○児童生徒に対して、ＩＣＴ機器・教材活
用による効果を定性的・定量的に検証
する。
○保護者に対して、事業の取り組みが
どのように受け取られているか定性的･
定量的に検証する。
○学校評価と学校関係者評価の結果
を受けて、事業の状況について、客観
的に検証し、次年度以降の事業展開に
資する。

事業の実施状況について、児童生徒の立
場、保護者としての立場から評価したもの
をとりまとめ、事業の目標や取組等の達成
状況を明らかにして、その結果をもとに次
年度以降のより良い事業展開に資する。

児童生徒対象

児童生徒
保護者

町内外有識者

学力調査・アンケート調査の概要について

福島県新地町

1

教研式標準学力検
査ＮＲＴ（Norm
Referenced Test）
標準学力検査

ＣＲＴ(Criterion
Referenced Test)

ＮＲＴ・・・・・相対評価法による検査
ＣＲＴ・・・・・絶対評価法による検査
（いずれかを２月下旬～３月上旬に実施）
小学校  国語、算数、理科、社会
中学校  国語、数学、理科、社会、英語

町内４校
全学年

ＩＣＴを活用した教育効果の検証に資するため、実証校
において、教研式標準学力検査を３年間実施し、デー
タを集計、分析することで、各教科における実証校児
童生徒の客観的な学力・学習状況を把握し、一人一台
の情報端末、電子黒板等のＩＣＴ機器・教材活用による
効果を定量的に検証する。
○学力状況について、全国基準に照らして客観的に児
童生徒個々と学校全体の状況を把握する。
○全領域における指導内容の実現状況を確認するた
めの客観的な資料とする。
○指導要録｢観点別学習状況｣｢評定｣に沿った資料を
得ることで次年度の事業に反映させる。
○前年度のデータと比較、考察することで事業の評価
と個々の変容を捉える。

教研式知能検査との相関利用によって、
アンダーアチーバーやオーバーアチー
バーを確認し、個々に対応する個人内評
価としても活用する。本事業実施前と実施
後の比較をすることで学習面における総
括的な評価をする。

児童生徒
教職員

来場者等
4 その他の評価

●全国学力学習状況調査
○ＩＣＴ活用発表会に関するアンケート
◎本町の実践する事業の柱（Ａ～Ｈ）についての関
係者によるアンケート
☆モデル授業後のアンケート（把持テスト等含む）

町内４校
全学年

●意識調査を含めて多面的に事業効果を
定量的に検証する。
○来場者による授業や取り組みの様子の
評価を定性･定量的に分析し検証する。
◎それぞれの事業主担当を決めて、部会
形式とし、事業の評価を行う。
☆モデル授業の子どもたちによる評価を行
い、定性･定量的に検証する。

個々の事業の柱（Ａ～Ｈ）の展開状況につ
いてＰＤＣＡを活かして、効果的に進展す
るようはたらきかけると同時に、事業評価
の要素とする。


